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＊
私
は
、
こ
う
し
た
特
徴
を
も

つ
水
田
を
「
自
然
微
傾
斜
利
用

の
灌
漑
型
小
区
画
水
田
」
と
よ

ん
で
い
る
。

＊
比
較
的
平
坦
な
土
地
で
営
ま

れ
、
耕
起
を
お
こ
な
い
、
耕
作

面
を
水
で
お
お
わ
な
い
耕
地
を

畠
と
し
て
お
く
。

＊
朝
鮮
半
島
で
は
、
畠
に
い
く

つ
か
の
技
術
系
統
が
認
め
ら
れ

る
。
弥
生
文
化
に
み
ら
れ
る
の

は
、
そ
の
う
ち
比
較
的
平
坦
な

土
地
に
等
高
線
と
直
交
す
る
よ

う
に
畝
を
形
成
す
る
非
灌
漑
型

の
畠
と
、
水
田
の
縁
辺
で
営
ま

れ
る
小
規
模
な
畠
で
あ
る
。

05		
弥
生
文
化
の
農
耕
技
術

	

弥
生
文
化
の
遺
跡
か
ら
み
つ
か
る
水
田
に
は
、
あ
る
共
通
し
た
特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。
自
然
の
微
傾
斜
を

利
用
し
て
水
の
管
理
（
灌
漑＊

）
を
お
こ
な
う
点
と
、
一
枚
一
枚
の
面
積
が
小
さ
い
小
区
画
水
田
だ
と
い
う
点＊

で
す
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
朝
鮮
半
島
の
無
文
土
器
文
化
の
水
田
に
も
み
ら
れ
、
大
陸
に
系
譜
を
も
つ
、
ひ
と

つ
の
技
術
系
統
と
し
て
理
解
で
き
ま
す
。
畠＊

に
つ
い
て
も
、
ま
だ
発
見
例
が
限
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
や
は

り
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
た
大
陸
起
源
の
技
術
系
統
で
あ
る
可
能
性
が
高
そ
う
で
す＊

。
私
は
、
九
州
北
部
で
弥

生
文
化
が
は
じ
ま
っ
た
こ
ろ
に
、
こ
れ
ら
の
技
術
が
同
時
に
定
着
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

	

ち
な
み
に
私
は
、
農
耕
そ
の
も
の
は
縄
文
文
化
に
も
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
縄
文
農

耕
を
め
ぐ
っ
て
は
戦
前
か
ら
議
論
が
つ
づ
い
て
き
ま
し
た
が
、
植
物
遺
体
の
研
究
が
進
展
し
た
こ
と
で
、
ク

リ
や
イ
ヌ
ビ
エ
、
マ
メ
類
な
ど
に
、
人
が
関
与
し
た
こ
と
に
よ
る
形
態
や
遺
伝
子
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
農
耕
の
定
義
し
だ
い
で
話
は
変
わ
る
の
で
す
が
、
少
な
く
と

も
縄
文
文
化
の
人
び
と
が
、
長
く
植
物
の
栽
培
を
お
こ
な
っ
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

そ
う
し
た
経
験
や
技
術
の
蓄
積
が
、
水
田
・
畠
の
技
術
を
受
け
入
れ
る
土
壌
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

＊
植
物
が
必
要
と
す
る
栄
養
素

の
多
く
は
、
土
壌
pH
が
中
性
〜

弱
酸
性
の
状
態
で
も
っ
と
も
有

効
化
す
る
。
温
帯
域
で
は
、
年

間
降
水
量
一
〇
〇
〇
ミ
リ
以
下

の
地
域
に
中
性
〜
弱
酸
性
の
土

壌
が
多
く
、
雨
が
多
い
と
強
い

酸
性
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
一

方
、
耕
地
を
水
で
お
お
う
水
田

の
場
合
、
土
壌
pH
に
関
係
な
く

土
壌
が
中
性
と
な
り
、
加
え
て

畠
で
生
じ
や
す
い
連
作
障
害
や

地
力
の
消
耗
も
あ
る
程
度
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め

生
産
量
を
抑
え
れ
ば
、
無
施
肥

で
も
連
続
し
て
コ
メ
の
生
産
が

可
能
と
な
る
。

	

一
方
、
縄
文
文
化
の
農
耕
を
め
ぐ
っ
て
は
、
古
く
か
ら
コ
メ
・
ム
ギ
・
ア
ワ
な
ど
の
存
在
も
指
摘
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
実
際
に
炭
化
し
た
種
子
が
み
つ
か
っ
て
い
ま
し
た
し
、
圧
痕
の
分
析
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
存
在

が
確
実
視
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
、
そ
う
し
た
証
拠
の
再
検
討
が
進
み
、
す
べ
て
に
問

題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
、
確
実
な
も
の
は
い
ず
れ
も
弥
生
文
化
の
は
じ
ま
り
前
後
か
ら
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
メ
は
前
述
の
水
田
稲
作
技
術
と
、
ア
ワ
・
キ
ビ
は
畠
作
技
術
と
と

も
に
、
弥
生
文
化
が
は
じ
ま
っ
た
こ
ろ
に
九
州
北
部
一
帯
に
定
着
し
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
す
。

	

こ
こ
で
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
農
耕
技
術
の
歴
史
に
目
を
向
け
る
と
、
水
田
稲
作
は
揚
子
江
中
下
流
域
で
お

よ
そ
一
万
年
前
に
、
ア
ワ
・
キ
ビ
の
畠
作
は
中
国
東
北
部
〜
華
北
一
帯
で
お
よ
そ
八
〇
〇
〇
年
前
に
は
じ

ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
畠
作
は
、
そ
の
後
二
〇
〇
〇
年
ほ
ど
で
朝
鮮
半
島
南
部
に
ま
で
広
が
り
、
水
田

稲
作
は
山
東
半
島
を
経
て
三
千
数
百
年
前
に
朝
鮮
半
島
南
部
に
伝
わ
り
ま
し
た
。

	

当
時
の
農
耕
技
術
の
展
開
は
自
然
の
条
件
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
い
ま
し
た＊

。
畠
作
は
土
壌
pH
に
強
く
制

限
さ
れ
、
降
水
量
の
少
な
い
弱
酸
性
〜
中
性
の
エ
リ
ア
に
広
が
り
ま
し
た
。
一
方
、
水
田
は
イ
ネ
の
生
育
が

可
能
と
な
る
気
温
や
水
量
な
ど
に
左
右
さ
れ
、
降
水
量
の
多
い
暖
か
い
地
域
で
主
要
な
農
耕
技
術
に
な
り
ま

し
た
。
朝
鮮
半
島
は
こ
の
二
つ
の
技
術
の
南
限
・
北
限
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
す
。

	

一
方
、
雨
の
多
い
日
本
列
島
は
水
田
に
は
適
し
ま
す
が
、
畠
作
に
は
不
適
で
す
。
ま
た
山
の
多
い
日
本
列

島
に
は
、
水
田
に
適
し
た
微
傾
斜
を
も
つ
低
地
が
点
在
し
て
い
ま
し
た
。
水
田
は
畠
作
に
く
ら
べ
て
単
位
面

積
あ
た
り
の
生
産
量
が
高
い
耕
地
で
す
。
こ
う
し
た
日
本
列
島
の
自
然
環
境
の
特
徴
と
水
田
の
生
産
性
の
高

さ
が
相
ま
っ
て
、
弥
生
文
化
に
お
い
て
は
、
水
田
稲
作
が
主
要
な
農
耕
技
術
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。



❹列島最古のコメの証拠	 刻目突帯文土器の最古型式（九州北部の弥生文化のはじまり
の直前ころか）についた圧痕。ただし、コメの存在＝水田稲作の定着ではないことに
注意。晩期縄文文化・島根県板屋Ⅲ遺跡

❺高知県田村遺跡の水田跡	 前期の水田跡。自然の微
傾斜を利用して水田面に配水する。小区画は微傾斜
のある土地で、1枚ごとの水田の水深を一定に保つ
工夫。水田面の高さを20cmごとに色分けしてみた
（赤：高→青：低）。
❻大阪府池島・福万寺遺跡の水田跡	 灌漑用水路をと
もなう広大な水田跡が検出された。後期

❺

❼群馬県有馬遺跡の畠跡	
台地上の集落内で営ま
れた小規模な畠。現在
までのところみつかっ
ている弥生時代の畠跡
はいずれもごく小規模
なものである。ただ、
低地の自然堤防などの
微高地では、❷のよう
な比較的規模の大きな
畠が営まれていた可能
性もある。

縄文文化に農耕の技術があったとしても、それは、
身近にある植物の管理や栽培にとどまっていたよ
うである。一方、弥生文化のはじまりと関係する
農耕技術には、自然微傾斜利用の灌漑型小区画水
田と、耕起・畝立てをおこなう畠があり、これら
は、紀元前10世紀ころ朝鮮半島からほぼ同時に
日本列島に伝えられたと考えられる。その後しば
らくして、弥生文化の広い範囲が水田稲作中心の
生活へと移行していく。

弥生文化の農耕技術05

❶東アジアにおける農耕技術の展開過程	 アワ・キビ畠作
は年間降水量1000mm以下の弱酸性〜中性の土壌地域
に、水田稲作は温暖でイネの栽培に必要な水を確保で
きる地域に広がった。約3500年前以降の朝鮮半島では
両者が組み合わさっていた。

❷朝鮮半島無文土器文化の畠跡	 河川の自然堤防上に
集落が、低地におりる緩やかな斜面に畠が形成さ
れる。畝が等高線に直行するのが特徴。無文土器
文化前期・慶尚南道大坪里遺跡

❸朝鮮半島無文土器文化の水田跡	 丘陵上に集落が、
丘陵下の微傾斜地に水路をもつ小区画の水田が形
成される。無文土器文化中期・慶尚南道玉峴遺跡

❻❻
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＊
関
東
以
西
の
弥
生
文
化
の
集

落
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
類
が
飼
わ

れ
て
い
た
。
技
術
の
詳
細
は
ま

だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
大
陸

の
ブ
タ
の
飼
養
技
術
と
の
関
係

が
注
目
さ
れ
る
。

06		
弥
生
文
化
の
食
糧
事
情

	

弥
生
文
化
の
主
要
な
農
耕
技
術
は
水
田
稲
作
で
し
た
。
た
だ
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
人
び
と
は
コ
メ
だ
け

で
生
き
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
弥
生
文
化
は
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
変
化
の
大
き
い
〈
文
化
〉

な
の
で
、
生
活
を
支
え
る
食
糧
生
産
の
あ
り
方
は
、
時
期
や
地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

	

関
東
以
西
の
多
く
の
地
域
で
は
、
弥
生
文
化
の
は
じ
ま
り
か
ら
し
ば
ら
く
す
る
と
、
人
口
が
顕
著
に
増
加

し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
と
も
に
水
田
稲
作
中
心
の
生
活
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
自
然
の
資
源
の
量
に
は
限
り
が
あ
り
不
安
定
で
も
あ
る
た
め
、
人
口
の
増
加
と
と
も
に
、
生
産
性
が
高

く
、
日
本
列
島
の
環
境
に
適
し
て
い
た
水
田
へ
の
依
存
度
が
高
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

	

一
方
、
各
地
で
弥
生
文
化
が
は
じ
ま
っ
た
こ
ろ
や
、
水
田
可
耕
地
が
少
な
い
地
域
で
は
、
コ
メ
へ
の
依
存

の
割
合
が
相
対
的
に
低
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
水
田
稲
作
が
中
心
と
な
っ
た
地
域
で
も
、
各
種

栄
養
素
の
摂
取
源
と
し
て
コ
メ
以
外
の
食
糧
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

地
域
や
時
期
ご
と
に
違
い
を
み
せ
つ
つ
も
、
畠
で
の
ア
ワ
・
キ
ビ
・
マ
メ
の
生
産
、
イ
ノ
シ
シ
類
の
飼
養＊

、

狩
猟
・
漁
撈
・
採
集
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
糧
生
産
活
動
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

	

弥
生
時
代
の
食
糧
事
情
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
弥
生
文

＊
た
と
え
ば
九
州
西
北
部
の
五

島
灘
一
帯
や
神
奈
川
県
三
浦
半

島
で
は
、
漁
撈
活
動
に
特
化
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
遺
跡
が

存
在
す
る
。

＊
乙
益
重
隆
の
研
究
に
よ
る

（「
弥
生
農
業
の
生
産
力
と
労
働

力
」『
考
古
学
研
究
』
第
二
五

巻
第
二
号
、
一
九
七
八
年
）。

化
が
は
じ
ま
っ
た
こ
ろ
を
含
む
、
人
口
密
度
が
低
か
っ
た
時
期
や
地
域
で
は
、
周
囲
の
自
然
条
件
に
応
じ
た

自
給
自
足
的
な
食
糧
生
産
を
お
こ
な
う
こ
と
が
多
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
顕
著
な
人
口
増

加
が
み
ら
れ
る
地
域
や
そ
う
し
た
地
域
の
周
辺
で
は
、
個
々
の
集
落
や
地
域
が
周
囲
の
環
境
に
合
わ
せ
て
水

田
稲
作
以
外
の
特
定
の
生
業
に
力
を
入
れ
、
生
産
物
を
交
換
す
る
よ
う
な
分
業
的
関
係
が
早
く
か
ら
発
達
し

て
い
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す＊

。
後
期
や
終
末
期
に
な
る
と
、
明
ら
か
に
水
田
稲
作
に
不
向
き
な
海
浜
部
や
山

中
の
交
通
ル
ー
ト
に
、
集
落
が
急
に
増
加
す
る
よ
う
な
地
域
も
み
ら
れ
（
08
章
❽
参
照
）、
集
落
間
や
地
域

間
の
食
糧
の
動
き
が
、
よ
り
活
発
に
か
つ
複
雑
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

	

た
だ
、
全
体
を
俯
瞰
し
て
み
れ
ば
、
人
口
増
加
を
支
え
た
食
糧
の
増
産
は
、
水
田
稲
作
を
中
心
に
な
さ
れ

て
い
た
は
ず
で
す
。
そ
の
た
め
弥
生
文
化
で
は
、
縄
文
文
化
に
く
ら
べ
、
食
糧
の
基
本
構
成
が
均
質
化
し
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
本
列
島
に
お
い
て
畠
作
中
心
の
集
落
が
数
多
く
形
成
さ
れ
、
畠
作
物
が
人
口

を
支
え
る
食
糧
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
る
の
は
、
牛
馬
飼
養
と
組
み
合
わ
さ
っ
た
新
た
な
畠

作
技
術
が
大
陸
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
、
古
墳
時
代
中
期
以
降
の
こ
と
で
し
た
。

	

ち
な
み
に
、
集
落
と
水
田
の
ほ
ぼ
全
体
が
と
ら
え
ら
れ
た
静
岡
県
登
呂
遺
跡
で
は
、
住
居
跡
数
と
水
田
跡

の
面
積
か
ら
コ
メ
の
消
費
量
の
試
算
が
可
能
で
す
。
登
呂
遺
跡
で
は
、
単
位
面
積
当
た
り
の
生
産
量
を
低
く

見
積
も
っ
て
も
、
年
間
の
熱
量
の
半
分
程
度
を
コ
メ
で
ま
か
な
っ
て
い
た
計
算
に
な
る
と
の
研
究＊

が
あ
り
ま

す
。
関
東
以
西
で
は
、
よ
り
人
口
密
度
が
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
時
期
や
地
域
も
少
な
く
な
く
、
そ
う
し

た
地
域
で
は
、
さ
ら
に
水
田
稲
作
へ
の
依
存
度
が
高
ま
っ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
で
す
。



漁撈

飼養・狩猟

❽集落から出土した海獣類の骨	 弥生文化の人びとは、
身近な水田や水路から、河川や湖沼、沿岸、外洋ま
で、さまざまな場所で、さまざまな魚類、海獣類を対
象とした漁撈活動をおこなっていた。分業が進んだ時
期・地域では専業的な集団も存在していたようである。
上左：クジラ　上右：イルカ　下：アシカ。中期～後
期・長崎県原の辻遺跡

❾弥生文化の貝塚	 弥生文
化には縄文文化のよう
な大規模な貝塚は存在
しない。愛知県朝日遺
跡の貝塚は弥生文化の
ものとしては大規模な
ものである。中期

弥生文化の食糧をめぐっては、時期差、地域差を含め、さまざまな意見がある。弥生文化に限らず、何
をどれくらい食べていたのかを具体的に明らかにすることはむずかしいからである。まずは確実性の高
い資料にもとづき、日本列島の気候、地形、土壌、人びとが利用した動物・植物の生態、集落・集落群
のあり方や人口の変化、そしてさまざまな道具類についての研究成果などを広く見渡しながら、生業の
実態に迫っていくことが必要である。

弥生文化の食糧06

水田稲作

採集

畠作

❶静岡県登呂遺跡一帯の居住域と水田	 登呂遺跡では後期
の居住域と水田の全体像がとらえられた。住居跡の数
から推定できる人口と、水田の面積から推定できるコ
メの生産量との関係から、コメの消費量を計算できる。

❷炭化した籾・稲穂	 集落遺跡からは、よく炭化した籾
が出土する。多量の籾がまとまってみつかることも
ある。稲穂は収穫されたときの状態をとどめたもの。
近年、北條芳隆によって、こうした束が貨幣のよう
な機能をもっていたのではないかという考えが示さ
れている。前〜後期・奈良県唐古・鍵遺跡

❸土器の器面に残るアワとキビの圧痕	 東北地方を除く
各地の縄文文化末期〜弥生文化成立期の遺跡からは、
アワ・キビの種子や圧痕がよくみつかる。縄文文化
的な生活においては、初期的な労働投下量が少ない
ことに加え、移動によって連作障害も回避できるた
め、畠作のほうが生活に組み込みやすかったのだろう。
やがて農耕への依存度が高まり、人口も増加し、さ
らに集落が長期間継続するようになると、畠作に不
利で水田に適した日本列島の自然条件が影響し、各
地で急速に水田稲作が生業の中心になっていった。
前期・神奈川県中屋敷遺跡

❹ドングリ用貯蔵穴	 西日本では、早〜前期を中心にド
ングリ用の貯蔵穴がみつかることがある。縄文文化
の遺跡にもみられるもので、食糧としての貯蔵、あ
るいは水田や畠の突発的な減収に備えるためのもの
だったのかもしれない。前期・大阪府高宮八丁遺跡

❼集落から出土した動物の骨	 集落遺跡からはイノシシ
やシカなどの獣骨も少なからず出土する。関東以西で
はイノシシ類（ブタ）が飼われており、イヌを食べて
いた証拠もある。中〜後期・奈良県唐古・鍵遺跡

❺コメの多量出土例	 炭化したコメ（籾）の多量出土例は全国的にみられる。100ℓを超える例も少なくない。

❻雑穀の出土例	 雑穀の圧痕は多数確認されているが、雑穀がコメのように多量に出土した例は今のところ皆無
である。生産量・消費量ともにコメとは格差があったと考えざるをえない。



❹弥生文化の担い手たちの自画像	 彫りの浅い顔が多いが、
彫りの深そうな顔（7・8）もみられる。顔の模様は入れ墨
と考えられる。

	 1：福岡県上鑵子遺跡出土木板の「絵画」（中期）
	 2：岡山県百間川兼基遺跡出土土偶（後期）
	 3：神奈川県蛭畑遺跡出土人面付土器（中期）
	 4：愛知県亀塚遺跡出土土器の「絵画」（後期）  撮影：T. Ogawa
	 5：神奈川県上台遺跡出土人面付土器（後期）
	 6：群馬県有馬遺跡出土人面付土器（後期）
	 7：長野県渕ノ上遺跡出土土偶形容器（前期）
	 8：茨城県女方遺跡出土人面付土器（中期）

❼出土した絹と復元された衣服	 関東の出土例も
ある。染色の技術も定着していた。中期・佐賀
県吉野ヶ里遺跡

❻さまざまな玉類	 弥生文化では、ヒスイ、碧玉、
ガラスなどのさまざまな素材によって多様な玉
類がつくられていた。中〜後期・奈良県唐古・
鍵遺跡

1

2

3

5

4

6

8

7

弥生文化のはじまりとともに、日本列島に暮らす人びとの容姿に大きな変化が生じはじめた。縄文文化
の担い手たちが低身長で彫りの深い顔立ちだったのに対し、弥生文化の拡大とともに大陸系の長身で面
長・彫りの浅い顔立ちの人びとが目立つようになっていった。また、社会の複雑化とともに朝鮮半島や
中国を中心に周辺の諸文化との関係が深まっていくことで、衣服や装身具など、身を包むものも独自の
変化を遂げていった。

弥生文化の担い手たちの容姿09

❶縄文文化の担い手の顔（右）と
弥生文化とともに広がっていっ
た顔（左）	

	  画像提供：いずれも国立科学博物館

❷近畿における弥生文化のはじまりころの人骨	 縄文文化の担い手に近
い形質的特徴をもつ。近畿で弥生文化がはじまったころには縄文文化
の担い手に近い顔つきの人びとが多かったのかもしれない。前期・兵
庫県新方遺跡

❸東北の弥生文化の人骨	 大陸系の要素が
認められる子どもの骨。紀元前1世紀に
は東北まで大陸系の影響が及んでいた。
中期・岩手県アバクチ洞穴遺跡

❺南海産の貝輪を模した青銅製腕輪	 南海産の貝
製のものを中心に、青銅やガラスなどさまざま
な素材の腕輪が発達していた点も弥生文化の特
徴のひとつである。後期・京都府大風呂南遺跡



文字記録を残さない先史文化の世界観の研究はとてもむずかしい。しかし、豊富な〈絵画〉資料が残る
弥生文化は、数百年後の古代の神話を知ることができることもあって、世界観の研究を進めやすい稀有
な先史文化といっていい。私は、弥生文化における、急速な人口増加や大規模な集落の形成、社会の拡
大と複雑化を理解する鍵は世界観の解明にあると考えている。

弥生文化の世界観14

❶兵庫県桜ヶ丘5号銅鐸	
❷伝香川県出土銅鐸	
❸カマキリ、カエル、アメンボ？	
（桜ヶ丘5号銅鐸）	 桜ヶ丘4号・
5号銅鐸、谷文晁旧蔵銅鐸、伝
香川県出土銅鐸の4つは、「連作
4銅鐸」とよばれ、1人の作者
によってつくられた銅鐸群と考
えられる。漫画のコマのように
〈絵画〉が描かれている。中期

❹連作4銅鐸の〈絵画〉の構造	 人間と自然、水・水田と大地、男
性と女性という3つの対立軸があり、それぞれ前者が後者の優位
に立つという構造を読みとることができる。

❺桜ヶ丘1号銅鐸の〈絵画〉
の構造	 連作4銅鐸より100
年以上も前につくられた銅
鐸の〈絵画〉。水と親和的な
人間が、シカ（大地）と対
立的な関係にあり、優位に
立つという、まったく同じ
構造が認められる。中期

❻地域・時期を超えて共通する〈絵画〉	 上は中期の神
奈川県伊勢山遺跡出土土器の〈絵画〉、下は後期の
三重県上箕田遺跡出土土器の〈絵画〉。地域・時期
を超えて同じ構図が描かれている。同じ「物語（神
話）」の存在を想定したい。

❼土器に描かれた〈絵画〉の構造	 中期には関東から九州
の広い範囲に〈絵画〉をもつ土器が散見されるようにな
る。全体のわかる事例をみると、水・水田と関係する人
間が、シカ（大地）と対立し優位に立つという同じ構造
をもつものが多いことがわかる。奈良県清水風遺跡

❾胸にシカが描かれた土偶	
土器の〈絵画〉にも同様
の例があり、女性とシカ
の関係を示す。中期・石
川県八日市地方遺跡

❽立体造形の動物たち	〈絵画〉の物語（神話）は、
こうした立体物でも表現されていたのだろう。

	 左：シカまたはイヌ、後期・埼玉県西原大塚遺跡、
	 右：イノシシ、中期・山口県宮ヶ久保遺跡

❶❶

❸❸

❷❷

矢シカ 人物（弓をもつ）



本書で紹介した
遺跡

9091 写真：人面付土器　群馬県有馬遺跡出土、後期
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